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研究成果の概要（和文）：本研究は、アフリカ大型類人猿の生息地において、開発、研究、保全の並立による持
続的発展モデルを構築することを目的に実施した。具体的には、ガボンのムカラバ・ドゥドゥ国立公園とコンゴ
民主共和国のルオー学術保護区において、(1) 地域住民の生活実態と社会関係、(2) 研究・開発・保全に関わる
諸アクターの役割や関係性、(3) 研究活動が地域社会にあたえる影響をそれぞれ現地調査によって明らかにし、
それにもとづいて、従来の「開発と保全の統合モデル」に「研究」を組み込んだモデルを考案した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to establish a sustainable growth model in protected areas 
for African great apes through the integration of "development," "scientific research," and "
conservation." Field research was conducted in Moukalaba-Doudou National Park in Gabon and Luo 
Scientific Reserve in DRC. I revealed (1) livelihoods and social relations of local people, (2) 
roles and relationships of actors concerning development and conservation, and (3) impact of 
scientific research activities on local societies. Based on the results, I suggested a sustainable 
model for integrating "development" and "conservation" with implementing "scientific research."   

研究分野： 人類学／アフリカ地域研究
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１．研究開始当初の背景 
アフリカ熱帯雨林は急速に減少しており、

そこにすむ野生動物の保全が喫緊の国際課
題となっている。なかでも大型類人猿は、個
体数減少からの回復が遅いことや、生息地破
壊の影響を受けやすいことなどの理由でと
りわけ脆弱性が高い (Caldecott & Miles 
2005)。しかしながら、生息国がいずれも低
開発国であるため、保全体制の整備は進んで
いないのが現状である。頻発する武力紛争に
よって保護区の管理体制が崩壊し、観光を軸
とする地域経済も衰退しており、貧困にあえ
ぐ地域住民は、生活の糧をえるために伐採事
業や獣肉取引への関与を強めている。大型類
人猿の保全のためには、生息国の政治的安定
の回復を支援するとともに、生息地域におい
て資源の持続的利用にもとづく社会経済開
発を推進することが必要であるといえる。 
そこで代表者は、アフリカ大型類人猿の生

息地において、住民参加による持続的な開発
手法を考案することを目的に、臨地調査にも
とづく研究をおこなってきた。調査地は、日
本人研究者が中心となって長期にわたって
類人猿の野外研究が実施されてきた、ガボン
のムカラバ・ドゥドゥ国立公園と、コンゴ民
主共和国 (DRC) のルオー学術保護区ワンバ
の二ヶ所である。 
これまでの研究から、類人猿の野外調査を

基軸とした研究活動を継続・発展させること
が、地域の持続的開発と野生動物保全に密接
につながることが明らかになった。類人猿の
野外調査を実施するためには、地域住民の協
力が不可欠であり、研究活動が地域の政治経
済や社会関係にも大きな影響をおよぼす。研
究活動における雇用の創出によって狩猟活
動が抑えられるだけでなく、調査への参加を
通じた環境教育上の効果もあり、生態学的な
基礎研究を推進することが、結果的には類人
猿 保 全 に 貢 献 す る と い わ れ て い る 
(Caldecott & Miles 2005)。とくに日本人に
よる類人猿研究は、地域住民とのあいだに親
密な関係を築き、コミュニティ支援と一体と
なって進められており、持続的な開発と保全
の基盤になりうる (Matsuura et al. 2013)。
しかしながら、研究活動によってもたらされ
る経済的利益や、類人猿研究者らが蓄積して
きた地域に関する情報が、開発や保全にかな
らずしも十分に生かされていない点が問題
であることが明らかになった。 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では、大型類人猿の生息地で

あるガボンのムカラバ・ドゥドゥ国立公園と
DRC のルオー学術保護区において、従来の「開
発と保全の統合モデル」に新たに「研究」を
くわえた持続的発展モデルを構築すること
を目的とした。具体的には、以下の三つの課
題を設定した。 
 

(1) 類人猿の野外調査を基軸とした調査地

の研究の歴史をまとめ、研究者が蓄積してき
た地域に関する情報を整理するとともに、地
域住民が類人猿調査にどのようにかかわっ
てきたかを聞きとりによって明らかにする。
さらに、生計と動物資源利用に関する調査を
おこなうことで、研究活動が地域経済や野生
動物保全にどのような影響を与えているか
を明らかにする。研究活動が地域社会にもた
らすネガティブな影響についても分析し、そ
の軽減策をあわせて検討する。以上から、研
究活動が地域の経済開発と野生動物保全に
どのような影響を与えているかを解明する。 
 

(2) 調査地でおこなわれている研究および
コミュニティ支援活動が、どのような方法と
体制で実施され、地域住民の社会関係にどの
ような変化をもたらしているかを、みずから
も主体的に関与する参加型アクションリサ
ーチの手法を用いて調査する。また、類人猿
の研究と保全にかかわっている政府機関、国
際 NGO、住民組織、私企業、研究機関などの
諸アクターの役割と活動内容について、聞き
とり調査と資料分析によって明らかにする。
以上を通じて、類人猿の研究と保全にかかわ
る諸アクターの役割と関係性を解明する。 
 
(3) (1)、(2) の結果を二地域で比較し、研
究者、実務家、政府関係者、地域住民らに提
示して議論を深めることで、従来の「開発と
保全の統合モデル」に新たに「研究」をくわ
えて、開発、研究、保全の並立による持続的
発展モデルを考案する。 
 
３．研究の方法 
ガボンのムカラバ・ドゥドゥ国立公園と DRC
のルオー学術保護区のふたつの調査地にお
いて、上記(1)～(3) の課題に関する調査を
実施した。調査期間は、2014 年 4～5 月（ガ
ボン）、2014 年 8～9月（DRC）、2014 年 12 月
～1月（ガボン）、2015 年 3月（ガボン）、2016
年 7～8月（コンゴ）である。 
 
４．研究成果 
調査の結果、それぞれの調査地において、地
域の歴史背景と住民生活の特徴を見出すと
ともに、NGO、政府関係者、研究者、民間業
者などの保全と開発に関わる諸アクターの
活動およびアクター間の関係を解明した。ま
た、調査地間の比較から、(1) ふたつの保護
区は、生態環境や保全上の位置づけが類似し
ている一方で、文化的特徴は大きく異なって
おり、そうした文化多様性を考慮した保護区
運営が求められる、(2) どちらの保護区も外
部者をふくめた多様なアクターが複雑に関
わっていることから、住民参加を推進するだ
けでなく、アクター同士が関係を結び、それ
ぞれに役割を果たすことができるような仕
組みが必要であることが明らかになった。 
一方、類人猿の長期野外研究と地域社会の

関係に着目して、研究活動が地域の社会経済 



や野生動物保全の意識に与える影響につい
て検討した。その結果、地域住民と友好的な
関係を築き、コミュニティ支援と一体となっ
て進められてきた長期野外研究で構築され
る社会関係が、保全と開発を推進するうえで
も重要な基盤になることが明らかになった。 
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